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鶴見区ボランティアビューロー 306-6913-7070 506-6913-7676　●開館時間／午前9時～午後5時（日祝休館）ボランティアに関するお問い合わせは

祝

鶴見区西部地域包括支援センター 306-6913-7878 506-6913-7888お問い合わせ

申込方法
申込先

お問い合わせ

場  所

締切り

日  時

鶴見区社協だよりだより

Tsurumiku Council of Social Welfare

〒538-0051　鶴見区諸口5丁目浜6 -12  鶴見区在宅サービスセンター内
106-6913-7070 506- 6913-7676
http://www.tsurumi-kushakyo.or.jp/

【編集・発行】 社会福祉法人 大阪市鶴見区社会福祉協議会

2015年2月
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賛助会員募集のお願 い
　鶴見区社会福祉協議会では、共同募金配分金や各種補助金のほか、寄付金・会費等により
事業を実施しています。会費の使途としましては、半額を会費振込手数料、区在宅サービス
センター維持管理等に、半額を高齢者・見守り活動やサロン活動、子育て支援などの福祉事
業に活用させていただいています。これまでに、多
くの区民の皆さまや会社などの法人の方々に賛助
会員となっていただいておりますが、さらに充実し
た活動を展開するため、広く会員を募集していま
す。一人でも多くのご支援をお願いします。

●個人会費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1口 1,000円
●法人・団体会費・・・・・・・・・・・・・・・・・1口 10,000円

（口数は何口でも結構です）

☆すでに賛助会員としてご協力いただいている
皆さまには、直接、会費納入のご依頼を送付さ
せていただきます。

　直接窓口へお越しいただくか、郵
便局の下記口座へお振込みをお願
いいたします。（振込用紙に住所・お
名前・電話番号をご記入ください）

 加入者名
社会福祉法人
大阪市鶴見区社会福祉協議会
 口座番号
00930-2-83525
※年間を通じて受付をしています。

ボランティアビューローだより

つるみ区社協 助成事業
　区内において社会的に援護を必要とする方を対象に、
誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指し、活動してい
る団体が実施する事業を助成します。

※助成対象経費の内容、申請方法、
　添付書類等の詳細については、お問合せください。

上記目的にあった事業実施経費のうち
助成対象となる経費を対象とする
平成27年4月1日～30日
1事業4万円を上限とする
鶴見区社会福祉協議会（郵送不可）
306-6913-7070

申請対象

申請時期
交付金額
申請・問合せ先

受賞おめでとうございます
◆大阪市長感謝　●久木 勝三 様  ●中田 俊二 様  ●板倉 佐智子 様
◆大阪市社会福祉協議会会長表彰　●西田 千久惠 様  ●竹内 隆義 様
◆全国社会福祉協議会会長表彰　●榎本社会福祉協議会
◆中央共同募金会会長表彰　●大阪府共同募金会鶴見地区募金会会長 中濱 孝夫 様

鶴見区の受賞者は次のとおりです。（順不同）

　この保険はボランティアの方が、活動中に事故にあってけがをしたり、対象者など第三者の身体や財物に損害を与え、賠償責任を負ったりした場合に
支払われる保険です。（補償内容の詳細についてはパンフレットをご覧ください。）
　補償期間は加入手続き完了日の翌日０時から平成２8年３月３１日２４時までです。お問い合わせは鶴見区ボランティアビューローまで。

平成２7年度のボランティア保険加入のご案内

　ボランティアビューローでは、約２ヶ月に１回ビューロー通信を発行してい
ます。
　ビューロー通信では、ボランティア募集や講座といったボランティア活動
に関する情報を紹介しています。区在宅サービスセンターだけでなく、スー
パー等にご協力いただき、設置しています。ぜひお手にとってみてください。

【主催】 鶴見区高齢者の生きがいと健康づくり総合推進会議、鶴見区高齢者支援専門部会、鶴見区介護保険事業者連絡会、鶴見区地域包括支援センター連絡会
　　    鶴見区社会福祉協議会
【共催】 「つるりっぷネット」（鶴見区認知症地域連携連絡会・鶴見区多職種連携連絡会）、鶴見区地域自立支援協議会

ボランティアビューロー通信

　年に一度のお楽しみ、クリスマス会が開催されました。
　クリスマスバージョンの音楽あそびや、鶴見図書館からは絵本
の読み聞かせボランティアさんが来てくださり、クリスマスにちな
んだ絵本などのたくさんのお話を聴くことができました。
　イオンリテール株式会社さんからは、サンタさんとトナカイさ
んがプレゼントを渡しに来てくださいました。
　サンタさんからのプレゼントは格別の嬉しさで、子どもたちは
大喜び！とても楽しいクリスマス会となりました。
　イオンリテールさん、ボランティアのみなさん、どうもありがと
うございました。

　市民後見人は、親族以外で後見業務を行う第三者後見人の担い手として家庭裁判所から選任を受け、判断能力が不十分な高齢者・
障がい者の支援、権利擁護を目的に、成年後見支援センター等がバックアップをして、地域福祉の視点から、身近な「市民」という立場で活動をしてい
ます。平成18年度より大阪市が市民後見人の養成と活動支援に取り組み、現在、大阪府域において、17市町にその取り組みが広がっています。
　成年後見制度や市民後見人の活動の理解を通じて、地域における権利擁護をすすめていくことを目的にシンポジウムを開催します。

第１部　パネルディスカッション（午後１時30分～２時50分）
 「地域における市民後見人活動の意義と実際」
 ●コーディネーター ………………………………………
 大阪市立大学大学院生活科学科　岩間 伸之 教授
 ●コメンテーター …………………………………………………………
 井上計雄 弁護士、姜信潤 司法書士、田村満子 社会福祉士
 ●パネリスト ………………………………………………………………
 市民後見人 ２人（大阪府、大阪市）、鶴見区地域包括支援センター職員
第２部　分科会（午後３時～４時30分）
 ①一般参加者向け講演会
 　「成年後見制度ってどんな制度？」（講演会とDVD上映）
 ②市民後見人登録者、受任者の交流会
 　「みんなで語ろう、市民後見人活動の喜び、悩み」
 ③市民後見人活動を支援する自治体、社協、専門職等の交流会
 　「市民後見人活動支援の実際と今後の課題」

「シンポジウム参加希望」と名前、所属・団体名、
電話番号を記載のうえ、ＦＡＸ・ハガキ・Ｅメールにより
お申し込みください。

大阪市成年後見支援センター
〒557-0024大阪市西成区出城2-5-20
大阪市社会福祉研修・情報センター3階
306-4392-8282　506-4392-8900
メールアドレス yousei@shakyo-osaka.jp

平成27年3月18日（水） 当日消印有効

平成２6年１２月１3日（土）に
おもちゃ図書館「たんぽぽ」のクリスマス会が開催されました。

おもちゃ図書館とは？
　発達の遅れがあったり、さまざま
なハンディのために上手に遊べない
子どもたちとその家族が、おもちゃ
を通して楽しく遊びながら交流する
場を提供しています。毎月２回、区在
宅サービスセンターの３階で開かれ
ています。仲間がひとりでも多く増
えたらうれしいです。気軽にのぞい
てみてください。

ボランティア&
ボランティア情報
求む！

ボランティアの募集情報や、
ボランティアに関するイベント・セミナーの

情報を常時、お待ちしています。
どしどしお寄せください。

認知症講演会

講　師

日　時

西川 ヘレン

平成２７年 ２月１９日（木）午後２時～４時 
【受付】午後１時から

会　場 鶴見区民センター 大ホール
大阪市鶴見区横堤５‐３‐１５（鶴見区役所西隣）
地下鉄鶴見緑地線「横堤」駅より徒歩すぐ

参加費無料
（要申込）
定員600名

「大家族・支え愛・見守り愛・励まし愛」「大家族・支え愛・見守り愛・励まし愛」

※録画・録音は一切ご遠慮ください。 ※当日、会場でのサインはご遠慮ください。

平成２６年度 市民後見人・成年後見制度啓発シンポジウム

「このまちで自分らしく暮らしたい ～本人の意思を支える市民後見人～」

平成２７年 ３月２１日（土･祝）
　　　 午後１時30分～４時30分
鶴見区民センター 大ホール

内  容

【主　催】大阪市、大阪府社会福祉協議会、大阪市社会福祉協議会、大阪市鶴見区社会福祉協議会
【後　援】厚生労働省（予定）、大阪府、大阪府医師会、大阪弁護士会、リーガルサポート大阪支部、大阪社会福祉士会

主な
設置場所

タレントの妻・３人の子の母として家族を支えながら、実母と義父母と４０年以上同居し、
多重介護を経験。女の夢・嫁の立場・母の役割そして妻の責任、認知症のケアなど
生きざまを通してユーモアと感動を交えながらお話いただきます。

当日会場に
直接お越しください。

参加費無料
（申込不要）

※車いす使用の方、手話通訳を必要とする方は、
　その旨ご記入ください。

大阪市営地下鉄（今福鶴見・横堤・鶴見緑地）、区役所、
区民センター、図書館、各福祉会館、子ども・子育てプラザ、
老人福祉センター、コノミヤ（放出店）、万代（鶴見店・今福鶴見店）、
イオンモール鶴見リーファ、三井アウトレットパーク大阪鶴見

大阪市社会福祉大会
　（平成26年10月29日）

全国社会福祉大会
　（平成26年11月21日）

手話通訳あり


